
基幹系帳票からPC文書までをWeb環境にて表示・検索・加工・保存
 充実の新機能を追加した総合的な電子帳票ソリューション

WPM Web for Windows®V2.1 

ハイライト

■ System z、i、pおよびPCで作成された帳票
/文書に対応

■ 帳票ダウンロード機能搭載。「ローカル・ビュ
ーアーLite」により、いつでも表示や出力が
可能に

■ 帳票の履歴管理機能搭載により、未読/既読、
未印刷/印刷済み、未承認/承認済みのステー
タスを設定して管理することが可能に

■ Tivoli® Access Manager に対応し、シ
ングル・サインオンによるスムーズなアクセ
スを実現

■ フルファンクションのJavaTMアップレット
によるWeb対応を実現

■ CD-Rに書き込むデータの暗号化を実現

■ CD-Rの大量・高速自動作成により生産性の
大幅向上

  ■概要

電子帳簿保存法対応。環境問題への貢献と、
電子化される行政サービスへの対応を実現

WPM（Workstation PrintManager）for Webは、イン
フォプリント・ソリューションズ・ジャパンのAFPTM

（Advanced Function Presentation：高機能印刷）プ
リンター用の出力のWebブラウザーへの表示、検索はも
ちろんのこと、Microsoft® Excelへの出力や、加工、印
刷そしてCD-Rの自動作成を可能にする電子帳票ソフト
ウェアです。紙資源の無駄をなくすことで環境問題に対
する企業の取り込みをサポートし、電子化される行政
サービスへの連携なども見据えた先進の機能を搭載し
ています※。
※電子帳簿保存法に対応。

System z、i、pTMおよび
Windowsアプリケーション対象
-WPM AFPエミュレーター＆WPMドライバー

WPM Web for Windows V2.1では、System z、i、p
のプリンター用出力と、Windows用アプリケーション※の
出力を、シンプルな設定・操作で取り扱うことが可能にな
ります。すでにインフォプリント・ソリューションズ・ジャパン
のAFPプリンターをご利用中、またはSystem iでの
SCS/APW出力を電子帳票化されたいお客様などに、
特におすすめします。
※Microsoft ExcelやWordなど。

帳票の履歴管理もスムーズに
-WPM Web ブラウザー

WPM Web for Windows V2.1では、電子帳票に、未
読/既読、未印刷/印刷済み、未承認/承認済み、とス
テータスを設定することが可能。大量の電子帳票もス
ムーズに管理することができます。

シングル・サインオンでアクセスも容易に
-Tivoli Access Manager 連携

共通のセキュリティー・ポリシーの適用により、複数のサ
イトやドメインにまたがるWebアプリケーションに対する
一元的なアクセス管理を実現するミドルウェア、Tivoli 
Access Managerに対応。このミドルウェアを経由して
WPM Webサーバーにアクセスする場合には、ユー
ザーIDを入力するだけで、複数の電子帳票にアクセス
できるため、スムーズに業務を進めることが可能になりま
す※。またSSL通信をサポートしますので、セキュアな環
境一元管理が可能です。
※連携を行う際には、事前の検証が必要となります。

Web対応だからこそ、TCO削減にも効果的
-WPM Webサーバー、WPM Webブラウザー

WPM Webでは、フルファンクションのJavaアプレットによ
り、完全Web対応を実現しています。電子帳票をWeb
ブラウザーを利用して高速に表示できるため、作業を行
うためのクライアントPCに余計な高機能を求める必要が
ありません。機能を絞り、価格を抑えたシンクライアントの
利用が可能なため、TCO削減にも非常に効果的です。

帳票をダウンロードし、自由に表示
-WPM Webサーバー

WPM Web for Windows V2.1では、電子帳票のダウ
ンロード権限を持つユーザーが、ダウンロードの許可さ
れた仮想フォルダーに属する帳票ファイルを自分のPC
上にダウンロードすることも可能になりました。ダウンロー
ドした帳票ファイルは、通常のローカル・ビューアーよりも
低価格な「ローカル・ビューアーLite」を使って表示、印
刷、検索、出力を行うことが可能です。
※「ローカル・ビューアーLite」にはセル検索機能（検索結果のCSV出力）はありません。

データの暗号化により、セキュリティーを強化
-WPM CD-Rオートライター

WPM CD-Rオートライターを利用し、電子帳票をCDに
書き込む際にセキュリティー情報を付加することにより、
データを読み取ることのできるユーザーを制限すること
が可能です。これにより、帳票ファイルを保存したCD-R
を、安心して保存できる高度なセキュリティー環境が実
現します。

CD-Rで連続100枚のCDを高速自動生成！！
-WPM CD-Rオートライター

リマージュ社高速書込CD-RオートライターのRimage 
2000i に対応。帳票データの高速書き込みと、高画質フ
ルカラーによるラベル印刷が自動的に行えます（連続

100枚）※。
※手動でのCD作成を行う場合には、上記以外のCD-Rライターが必要となります。
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ホスト側ソフトウェア
System zから帳票データを受信する場合
● PSF for OS/390® V3.1以上
● TCP/IP接続プログラム
  （各PSFのリリースに応じたもの）
● AFP日本語フォントV2.1.1または、
  AFPフォントコレクション for OS/390 V2以上
● 仕分け/帳票タイトルの表示用には
  ACRIS/390 V2、ACRIS/WPM V2、またはWUG
  （インフォプリント・ソリューションズ・ジャパン株式会社取り扱い製品）

System iから帳票データを受信する場合
● PSF/400フィーチャーを含むOS/400 V5R1以上
● AFP日本語フォント/400 V4
  またはAFPフォントコレクションforワークステーション＆
  OS/400 V2以上
● 仕分け/帳票タイトルの表示用には、UT/400-AFP
  （インフォプリント・ソリューションズ・ジャパン株式会社取り扱い製品）
● System i（AS/400）からSCS帳票を受信する場合は、
  以下が必要。
-e-SYOHSI for 400 WPM連携機能
    （インフォプリント・ソリューションズ・ジャパン株式会社取り扱い製品）

-WPMドライバー
-OS/400 V5R1以上

System pから帳票データを受信する場合
● AIX V4.3.3以上
● InfoPrint Manager for AIX V4.1以上
● 仕分け/帳票タイトルの表示用には、
  ACRIS for AIX V1.2など
● AFP日本語フォント/6000または、
  AFPフォントコレクションforワークステーションand
  OS/400 V2以上

シングル・サインオンSSL通信をする場合
● Tivoli Access Manager V3.9以上

WPM AFPエミュレーター
ハードウェア
CPU：各OSが推奨するCPU
メモリー：各OSの推奨値に加えて、64MB以上
LANアダプター：トークリングまたはイーサネット

ソフトウェア
Windows 2000、
Windows XP Professional、
Windows Server 2003のいずれか

WPM Webサーバー＆Webブラウザー
ハードウェア
サーバーCPU：各OSが推奨するCPU
メモリー：各OSの推奨値に加えて、128MB以上
LANアダプター：トークンリングまたはイーサネット
クライアントCPU：各OSが推奨するCPU
メモリー：各OSの推奨値に加えて、
表示用に+64MB以上、印刷用に＋64MB以上、
表示/印刷両方のためには+128MB以上が必要
LANアダプター：トークンリングまたはイーサネット

ソフトウェア
サーバー：Windows 2000、
Windows XP Professional、
Windows Server 2003のいずれか
クライアント：Windows 2000、Windows XPのいずれか
Internet Explorer 5.01以上または
Netscape Navigator V4.04以上、V7.0（V6.0を除く）
Java 2 Runtime Environment V1.3.1、V1.4.2

WPMローカル・ビューアー/
WPMローカル・ビューアーLite
ハードウェア
CPU：各OSが推奨するCPU
メモリー：各OSの推奨値に加えて、
表示用に+64MB以上、印刷用に+64MB以上、
表示/印刷両方のためには+128MB以上が必要

ソフトウェア
Windows 2000、Windows XPのいずれか
Java 2 Runtime Environment V1.3.1、V1.4.2

WPMドライバー
ハードウェア
CPU：各OSが推奨するCPU
メモリー：各OSの推奨値に加えて+128MB以上

ソフトウェア
Windows 2000、Windows XPのいずれか

WPM CD-Rオートライター
ハードウェア
CPU：各OSが推奨するCPU
メモリー：各OSの推奨値に加えて、+64MB以上
LANアダプター：トークンリングまたはイーサネット
CD-Rライター：リマージュ社製 Rimage 2000i
または汎用CD-Rライター

ソフトウェア
PC：Windows 2000、Windows XP、
Windows Server 2003のいずれか

Web環境における電子帳票システム・イメージ

稼働環境

Webブラウジング

CD-ROM作成＆
オフライン・ビューイング

WPM AFPエミュレーター/
WPMドライバー

WPMローカル・ビューアー/
ビューアーLite

WPM 
CD-Rオートライター

イントラネットまたはインターネット

Windows 2000/XP
またはWindows Server 2003

Windows 2000/XPまたは
Windows Server 2003

Windows 2000/XP

クライアント環境
●Windows 2000/XP
●IE 5.01またはNetscape V4.04以上、V7.0（V6.0は除く）
●Java2 Runtime Enviroment V1.3.1、1.4.2

Windows 2000/XP

System z、i、p、
PCアプリケーション

WPM Webサーバー

Windows 2000/XP
またはWindows Server 2003

電子帳票ファイル

CD-Rオートライター
（専用PC）

プリンター製品の詳細については、
下記のWebサイトでご覧ください。
www.infoprint.com/jp

お問い合わせは、弊社ビジネス・パートナーならびに製品販売店、弊社営業担当員、
または、ダイヤルIBM（    0120-04-1992）へ。

受付時間：月～金9:00～18:00（祝日、12 /30～1/3を除く）
携帯電話等でおかけのお客様は下記の電話番号をご利用ください。

ダイヤルIBM 03-6220-8002（この場合、通話料金はお客様のご負担となります。）
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